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報
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報
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日
頃
よ
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
町
政
へ
の
深
い
関
心
と
、
議
会
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
鏡
野
町
議
会
副
議
長
を
拝
命
し
ま
し
た
牧
田
俊
一
で
す
。

　
自
然
豊
か
な
ま
ち
、
こ
こ
ろ
温
か
い
人
々
が
暮
ら
す
鏡
野
町
で
、
副
議
長
と
い
う
重
責

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
も
に
、
皆
様
か
ら
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
強
い
責
任
感
を
持
っ
て
職
務
に
臨
む
こ
と
を
お
誓
い
い

た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
私
は
一
議
員
と
し
て
、
ま
た
、
子
育
て
世
代
・
現
役
世
代
・
責
任
世
代
と

し
て
、
鏡
野
町
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
や
問
題
点
、
皆
様
か
ら
の
声
や
意
見
に
真
摯
に

向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
域
経
済
の
活
性
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
環
境
整
備
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
等
、
山
積
み
と
な
っ
て
い
る
課
題
に
取
り

組
み
、
将
来
に
わ
た
り
、
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
「
か
が
み
の
」
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
議
員
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
副
議
長
と
し
て
の
役
割
は
、
議
長
を
補
佐
し
、
議
会
が
公
正
・
円
滑
か
つ
効
率
的
議
事

運
営
が
遂
行
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
と
し

て
は
、
ま
ち
の
将
来
を
築
く
重
要
な
政
策
の
決
定
の
場
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
の
議
員
定

数
改
正
に
よ
り
議
員
構
成
は
13
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
代
表
と
し
て
皆
様
の
声
や

意
見
が
施
策
実
行
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
活
発
か
つ
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
議
員
間
の
意
思
疎
通
、
議
員
の
知
見
と
経
験
を
集
結
し

て
、
町
民
第
一
の
議
論
の
場
と
な
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
鏡
野
町
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史
と
伝
統
と
文
化
、
そ
し
て
、
温
か
い
人
情
が

息
づ
く
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で
す
。
こ
の
魅
力
を
よ
り
一
層
高
め
、
誰
も
が
大
き
な
夢
を
描

き
、
目
標
に
向
か
っ
て
成
長
し
、
輝
け
る
ま
ち
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
、
今
後
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
甚
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
度
の
重
責
を
担
う
に
あ
た
り
、
全
身
全
霊
を
傾

け
て
職
務
に
邁
進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

鏡
野
町
議
会
副
議
長
　
　
牧
田
　
俊
一

　
こ
の
度
、
議
会
の
改
選
に
お
き
ま
し
て
、
前
期
に
引
き
続
き
、
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
期
か
ら
議
員
13
名
に
よ
る
議
会
の
運
営
と
な
り
ま
す
が
、

与
え
ら
れ
た
課
題
や
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
日
本
経
済
も
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一
方

で
、
物
価
高
騰
、
人
手
不
足
な
ど
が
生
活
や
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、
景
気
回
復
の
鈍
化
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
第
2
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
政
策
の
変
更
の
影
響
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
東
の
イ
ラ
ン
、

イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
も
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
か
ね
な
い
と
、
大
変
危
惧
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
ま
た
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
災
害
も
多
発
傾
向
に
あ
り
、
自
然
災
害
の
発
生
に
強
靭

な
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、
防
災
、
減
災
対
策
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
行
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
ま
た
ご
承
知
の
よ
う
に
、
現
在
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
人
口
減
少
や
町
政
を
取
り
巻

く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
行
政
課
題
や
町
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
、
高
度
化
し
て
お
り
、
地
域
の
生
活
、
経
済
を
守
る
た
め
に
行
政
と
議
会
が
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
、
議
会
機
能
の
向
上
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
と
意
見
交
換
会
等
、
将
来
の
在
り
方
を
共
に
考
え
て
い
く
議
会
で
あ
る
よ
う
、

努
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
期
か
ら
審
査
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
中
心
に
、
総
合
的
、

一
体
的
に
審
議
を
行
い
、
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
13
名
の
議
員
で
時
代
に
対
応
し
た
活
性
化
に
向
け
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続

き
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

鏡
野
町
議
会
議
長
　
　
原
　
　
章
倫



かがみの議会だより・第25号3

各
委
員
長
あ
い
さ
つ

４
・
5
・
６
月
会
議

各
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

総務産業常任委員会

　町民の皆様におかれましては、平素より議会
活動にご理解ご協力をいただき誠に厚く御礼申
し上げます。
　令和７年４月より鏡野町議会において委員会
構成を刷新することになり、総務と産業の常任
委員会が一つの委員会となり、この度委員各位
の推挙により委員長を拝命することになりまし
た。大変な重責の役職に就くことになり、責任
の重さを痛感しております。今後においてはい
ろいろな課題も出てくると思いますが、他の委
員とも協力し、新町長及び新執行部とも協議を
し、町民の為により良い鏡野町を作っていくた
めに頑張って努めてまいりたいと思っておりま
す。皆様には何かお気づきの点がございました
ら遠慮なくお知らせいただけたらと思います。
皆様のご期待に沿えるよう、今後より一層のご
指導ご鞭撻を賜りますよう、就任の挨拶とさせ
ていただきます。

難波  達男

予算決算常任委員会

　議会改革の一環で「予算決算常任委員会」が新
しく設けられました。
　これまで予算・決算は各常任委員会で、それぞ
れ分割して審査されてきました。それを一つにま
とめ、通年の会期制をとっているメリットを活か
し、予算・決算審査のＰＤＣＡサイクルの流れを
充実させる目的で、この委員会は設置されました。
　３月会議で予算議案が可決され、執行部が予算
執行を行い、その執行に対して９月会議で（前年
度の）決算審査が行なわれます。その決算審査に
よって明らかになった政策課題を基に、次年度の
当初予算を編成していくＰＤＣＡサイクルです。
さらに町民の皆さんとの意見交換を行い、皆さん
からの意見も町の予算に反映させていきたいと考
えています。
　町財政の厳しさが言われる今日、予算・決算審
査は今まで以上に重要になっています。皆さんか
らご意見をいただき、より充実した審査ができる
ようにと考えています。初めてのことで慣れぬこ
とも多く、行き届かぬことが多々あると思います
が、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。

光吉  　準

議会運営委員会

　町民の皆様には、平素より鏡野町議会に対し
まして、ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し
上げます。このたび、鏡野町議会運営委員会の
委員長を拝命いたしました。町民の皆さまに支
えられ、こうして議会運営に関わる重要な役割
を担わせていただくことに、責任の重さと同時
に大きなやりがいを感じております。
　議会運営委員会は、議会が円滑に進行するよ
うに議事日程などを調整し、議員の皆さまの意
見を反映するための大切な役割を担っていま
す。町政に関するさまざまな議論がしっかり行
われ、町民の皆さまの声が町づくりに生かされ
るよう、誠心誠意取り組んでまいります。
　今後とも、議会改革を行っていくとともに、
より開かれた議会を目指して努力を重ねてまい
りますので、町民の皆さまには引き続きご理解
とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上
げます。

鈴木  大介

文教厚生常任委員会

　この度、委員長という責任ある立場を拝命い
たしました、藤田照子です。
　国においては、軍事予算が教育予算の２倍に
急増し、物価高騰も続く中、国民健康保険や介
護保険の負担増が懸念されています。少子高齢
化や財政難といった厳しい状況の中、町民の皆
さま一人ひとりが安心して幸せに暮らし続けら
れるまちづくりが求められており、身の引き締
まる思いです。
　待機児童の解消や教育環境の整備、鏡野病院
の建設、訪問介護の課題などがあり、面積の広
い鏡野町ならではの問題も大きくなっています。
現場の皆さまや専門家と力を合わせながら、町
が責任をもって対応できるよう取り組んでまい
ります。
　いただくお声を大切に、「心豊かなつなが
り」の輪が広がるよう尽力してまいります。皆
さまとともに進んでまいりましょう。

藤田  照子

委 員 会 委 員 長 就 任 あ い さ つ
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６月会議で決まりました６月会議で決まりました
　令和７年６月３日～６月24日まで６月会議が開催され、令和７年度一般会計補正予算（第２号）
１億650万円増額、報告２件、請願１件、議案７件が上程され審査の結果、全会一致で可決
されました。

苫田ダム周辺管理事業費
事業費 ５９万円

箱地区の公衆トイレが、給排水施設の老朽
化により利用できなくなっているため、修
繕工事を行う

非常備消防経常管理事業費
事業費 ２１万円

鏡野町消防団あげは隊が、全国女性消防団
員活性化大会へ参加する費用として

重層的支援体制整備事業
事業費 １６６万円

複雑化・複合化する相談内容に対して重層
的な支援体制を強化するため、アドバイ
ザーに委託し支援体制の整備を図る

かがみのマラソン大会事業費
事業費 ９９１万円

奥津湖畔で開催する大会の準備、運営に要
する経費

○子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令の施行に
　伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
○鏡野町行財政改革審議会設置条例の一部改正について

　 契約の相手方 : 株式会社　バンバラ自工

条例の制定・一部改正条例の制定・一部改正

★除雪機械整備事業　凍結防止剤散布車４t級　１台 … ２５８５万円

　 契約の相手方 : 有限会社　オリエンタル物産
★学校給食共同調理場備品整備事業　厨房機器 ………  １０２３万円

財産の取得財産の取得

★教職員定数改善と義務教育費国庫負担率引き上げをはかるための
　2026年度政府予算に係る意見書採択の請願について

請　　　願請　　　願



かがみの議会だより・第25号5
※（正）委員長  （副）副委員長

各
委
員
長
あ
い
さ
つ

議 

員 

所 

属 

表

各
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

議　員　所　属　表議　員　所　属　表
氏　　名 所属政党 所属委員会等 一部事務組合・その他委員・理事

原　　章倫
はら  あきのり

無所属 議　　長
津山広域事務組合
岡山県広域水道企業団運営協議会

牧田　俊一
まきた  としかず

無所属
副 議 長
文教厚生
予算決算
広　　報

津山圏域衛生処理組合

植木　　卓
うえき  たく

無所属
文教厚生（副）
予算決算
議会運営
広　　報

津山圏域衛生処理組合

竹下　桂輔
たけした  けいすけ

無所属
総務産業
予算決算（副）
議会運営（副）
広　　報

岡山県北森林・林業活性化促進議員連盟理事
株式会社　夢アグリ鏡野取締役

小椋　明美
おぐら  あけみ

無所属
総務産業
予算決算
広　　報

津山圏域資源循環施設組合

鈴木　大介
すずき  だいすけ

無所属
総務産業（副）
予算決算
議会運営（正）
広　　報（正）

津山圏域消防組合
一般財団法人　鏡野町振興公社理事

花房　　尚
はなふさ  ひさし

無所属 文教厚生
予算決算

難波　達男
なんば  たつお

無所属
総務産業（正）
予算決算
議会運営
広　　報（副）

藤田　照子
ふじた  てるこ

日本共産党
文教厚生（正）
予算決算
議会運営

岡山県北森林・林業活性化促進議員連盟理事

光吉　　準
みつよし  ひとし

無所属
文教厚生
予算決算（正）
議会運営

片田 八重美
かたた  やえみ

無所属
総務産業
予算決算
広　　報

津山圏域消防組合
津山広域事務組合

仲西　祐一
なかにし  ゆういち

無所属 総務産業
予算決算 株式会社　夢アグリ鏡野取締役

長石　幸男
ながいし  ゆきお

無所属 文教厚生
予算決算

議会選出監査委員
一般財団法人　鏡野町振興公社理事
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補正予算　1億７８５０万円補正予算　1億７８５０万円

５月会議で決まりました５月会議で決まりました
５月議会は５月９日に随時会議が招集され、補正予算３件が審議され、
全会一致で可決されました。

鏡野町有線テレビ施設臨時管理費

１２００万円
令和６年度に実施した奥津地域幹線の調査
に基づく修繕費用
（鏡野町は平成24年にケーブルテレビを整
備。令和８年度は上齋原地域を修繕計画）

町アプリ導入事業費

１４８２万円
町ポータルアプリの導入経費
（告知放送内の内容もアプリ
で確認することもできる）

死亡後の手続きのDX化推進事業

１３７２万円
死亡後の手続きDX化推進事業費
（書かない窓口、事務処理の簡素化にむけ
ての取り組み）

社会福祉総務臨時管理費

７７万円
町内３箇所の児童公園内の遊具撤去・修繕
に係る経費
（遊具設置後約30年経過。安全
確保のための撤去・修繕費）

デマンド公共交通共創事業

８９５万円
デマンド実証運行計画で使用する
10人乗り２台の購入経費
（補助ステップ付き、
クレジット決済対応車両）

子ども第三の居場所事業

２８５万円
送迎用車両購入費助成がB＆G財団に採用
され、子ども第三の居場所に対し車両の補
助を行う経費

奥津紅葉祭開催事業費

５７６万円
紅葉シーズンにおける
奥津渓一帯の交通警備
などに要する経費

産業まつり開催事業費

５２６万円
９月７日開催予定の費用計上
（令和６年度は9,000人来場。令和７年度
は15,000人来場目標）

新規事業

新規事業新規事業
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４月会議で決まりました４月会議で決まりました
　４月10日に議員選挙後の初議会が招集され、議長、副議長、一部事務組合議会議員等を
選挙により決定しました。また、監査委員と副町長の選任同意２件、専決処分の承認１件が
審議され、全会一致で可決されました。

専決処分の報告について

報告第１号
（鏡野町税条例の一部改正）

令和７年度税制改正における地方税法の
改正に伴う軽自動車税種別割の税率の区
分の改正、道路交通法の改正に伴うマイ
ナ免許証の運用開始に係る規定等の整備

報告第２号
（鏡野町国民健康保険税条例の一部改正）

国民健康保険税の課税額に関する基準に
ついて、課税限度額が一部見直しされた
こと及び減額措置に係る軽減判定所得の
基準額が見直しされたことによる改正

専決処分の承認を求めることについて

令和６年度鏡野町一般会計補正予算（第９号）
提案理由
　令和６年度内に事業が完了しない見込みとなり急を要したため、翌年度に繰り越すこと
　を専決処分したので議会の承認を求める。
繰越明許費補正
　□追加予算　5305万円（介護施設開設準備経費等支援事業費）
　□変更予算　補正前　181万円　→　変更後　2087万円（選挙管理費）

意思疎通支援事業費

３０万円
手話言語普及のため、有線放送を活用した
広報活動をおこなう

非常備消防経常管理費

７１９万円
消防活動に従事する際、消防団員の身体を
守るために必要な防火衣（上衣、下衣）を
整備するもの

鏡野町国民健康保険病院事業会計補正予算

３５２万円
スマートフォン等からの診療予約システム
の導入及びそのシステムに対応する自動精
算機の購入費用

鏡野町水道事業会計補正予算

２０２３万円
真経地内での水道管漏水修繕費600万円、
町道橋梁改修に伴う水道管移設工事費950万、
県等と共同で行う人工衛星を活用とした水道
管路の漏水調査への負担金473万 
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会

　総務産業常任委員会では令和７年度６月会議２日目に委員会に付託されました条例改正
について６日に審査を行い、執行部への質疑をし、新しい町づくりを推進するための文言
をなぜ削除するのか、合併から20年経過し、新しい町づくりに限定せず、持続可能な行政
全体の改革に広げる意図から削除したとの答弁があり、新体制のもとで今後の鏡野町行財
政改革をするために審議会を立ち上げるために条例改正をするものである。討論もなく全
会一致で可決すべきものと決しました。
（鏡野町行財政改革審議会とは鏡野町において、新しい町づくりを推進するため、行財政
運営全般の改善に関する方策を求めるため、町長の諮問機関として設置する。)

◆鏡野町行財政改革審議会設置条例の一部改正◆鏡野町行財政改革審議会設置条例の一部改正

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

①「鏡野町家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基準を定める条例」
②「鏡野町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例」
　乳幼児の保育施設を求める声は大きく、待機児童の問題は全国的な課題。本町には現在
あてはまる保育施設はない。今後、家庭的保育事業を開始しようとする場合、参考にすべ
き条例である。

〇家庭的保育事業者及び特定地域型保育事業者等が確保しなければならない
こととされている、保育内容支援、代替保育、卒園後の受皿に係る連携施
設を確保することが著しく困難な場合において、一定の条件を満たすと認
められる場合は、連携施設の確保をしないことができる規定を加える。 
〇附則に規定する経過措置の期限を「施行日から15年を経過する日まで」
に延長する。

　待機児童０の目標に対し、今回の条例改正は対策に活用できるかという質疑に小規模保育事
業は０歳から２歳が対象、定員６から19人の少人数保育で鏡野町の待機児童の対象年齢と合致
する。この事業ができれば待機児童解消に役立つと期待している、との答弁があった。
※委員長所感
　乳幼児の保育施設を求める声は大きく、基準は緩められても乳幼児保育が安心安全に実施できるように
期待したい。

※委員長所感
　今後、新町長のもと、鏡野町の方針に変更があると思われる。新たに、条例についても改正等の上程が
あると思うが、委員会としてしっかり審査していきたい。

◆「子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令」
　の施行に伴い、町の関係条例の一部改正
◆「子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府令」
　の施行に伴い、町の関係条例の一部改正

【主な改正内容】【主な改正内容】

６ 月 会 議 　 委 員 長 報 告６ 月 会 議 　 委 員 長 報 告
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＊委員長所感
　新しく設置された予算決算常任委員会では、３つの補正予算の審査が行われた。
　会議２日目に予算案が委員会に付託され、予算決算審査準備会が開かれた。各委員から出された「論点
整理記入シート」をもとに審査の論点を整理し、質疑の順番や担当を決め、それを基に執行部に対して質
疑の項目を提供し、また審査に必要な資料の提出を求めた。
　そして11日、12日の２日間、審査を行い、審査は執行部への質疑、委員間討議、自由討議、議案に対
する討論・採決と続き、３つの補正予算は原案どおり可決された。主に議論になった点について報告する。
　この委員会は始まったばかりで、議会、執行部、さらに町民の皆さまから審査の改善点などを出してい
ただき、より充実した予算決算審査を目指していきたい。

予算決算常任委員会予算決算常任委員会
●議第３８号 
　令和７年度鏡野町一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ1億650万円を追加し、総額118億200万円とする
●議第３９号 
　令和７年度鏡野町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ369万5千円を追加し、総額を14億6584万7千円とする
●議第４０号 
　令和７年度鏡野町介護保険特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ1217万円を追加し、総額を18億184万6千円とする

◆林業機械臨時管理費　　　　　５２１万円の増額
　原木なめこの生産の見通し、方針について問う質疑が行われた。
　費用対効果を考慮し、新規での原木なめこの生産は考えていないが、令和７年
度、伏せこむ2,400本のほだ木があり、今後５年程度は収穫が可能であり、収
穫及び販売は「作州かがみの森林組合」に委託を継続したいとの答弁があった。

◆かがみのマラソン大会事業費　９９１万円の増額
　令和７年度で最後になると言われているかがみのマラソン大会事業につい
て、大会の意義・目的などの質疑が行われた。執行部からは合併前に健康マ
ラソンということで手作りの感じでやってきたが、町外からも参加者を受け
入れ、競技としてタイムを競う方が増えきた。長く続いてきたものをやめる
勇気も必要で、新町長になり、マラソンだけではなく色々な事業を見直し、
新しいものに変えていこうということの一つの現れだ、との答弁が行われた。
重ねて健康作り、県外から来られる方との交流の場にもしたいという変わら
ぬ想いで、最後の大会としてふさわしいものにしたい、との答弁があった。

◆中学校支援教員配置事業　　　６２８万円の減額
　学校部活動の地域連携に係る部活動指導員人件費はなぜ減額されるのかの問いに、当初予算
では町費で算定していたものが、県費の対象になったためとの回答があった。
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〜
一
般
質
問 
〜

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が

町
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ

て
執
行
機
関
に
対
し
疑
問

点
を
質
し
、
所
信
の
表
明

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

答弁答弁

国の補助や町単独の補助を
行っていく

今後の有害鳥獣の対策は質問質問

　
　
　
近
年
の
鳥
獣
被
害

　
　
件
数
・
被
害
金
額
・

駆
除
件
数
の
推
移
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
鳥
獣
被
害
件
数
は

令
和
６
年
度
１
４
９
件
、

被
害
金
額
１
６
０
２
万
円
、

駆
除
件
数
は
、
イ
ノ
シ
シ

５
３
０
頭
。
鹿
１
９
７
２

頭
。
そ
の
他
１
２
１
頭
で

合
計
２
６
２
３
頭
で
あ
る
。

２
年
前
と
く
ら
べ
て
、
イ

ノ
シ
シ
の
駆
除
件
数
は
減

少
し
て
い
る
が
、
鹿
の
駆

除
件
数
は
８
９
７
頭
増
加

し
て
い
る
。

　
　
　
鏡
野
町
有
害
鳥
獣

　
　
被
害
防
止
計
画
に
つ

い
て
の
振
り
返
り
と
今
後

の
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
捕
獲
対
策
と
防
除

対
策
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
捕
獲
対
策
は
、
町
猟

友
会
の
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
に
、
く
く
り
わ
な
の

配
布
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

等
の
支
援
。
ま
た
、
捕
獲

従
事
者
に
対
し
、
猟
銃
免

許
の
取
得
経
費
の
一
部
助

成
、
捕
獲
活
動
に
対
す
る

補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て

い
る
。
防
除
対
策
と
し
て

は
、
国
の
補
助
を
活
用
し

た
地
域
柵
の
設
置
や
、
町

単
独
の
有
害
鳥
獣
防
護
柵

設
置
補
助
金
の
交
付
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
　
農
業
者
が
継
続
し

　
　
て
耕
作
が
で
き
る
支

援
や
助
成
措
置
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
や
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
な
ど
国

の
制
度
を
活
用
し
、
農
業

生
産
者
を
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
労
力
や
コ
ス
ト
を

か
け
ず
に
農
地
を
管
理
す

る
粗
放
的
利
用
と
し
て
、

最
適
化
土
地
利
用
総
合
対

策
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
夢
ア

グ
リ
鏡
野
を
主
体
と
し
た

農
地
の
集
約
や
新
規
就
農

者
の
支
援
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
導
入
、
国
・
県
の
事

業
を
活
用
し
た
施
策
を
行

う
。

問問問問答答 答答

問問答答

一括方式 植木 　卓［うえき たく］ 議員

〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。
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答弁答弁

施策は無いが、体制整備について、
国、県に要望する

米価高を、生産者に
還元できないか

質問質問

　
　
　
第
三
セ
ク
タ
ー
を

　
　
通
じ
米
を
高
く
買
い

販
路
を
開
拓
し
「
鏡
野

米
」
を
Ｐ
Ｒ
、
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
を
確
立
で
き
な

い
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
価
格
や
保
管
場
所

の
問
題
な
ど
課
題
は
多
く

あ
り
、
販
路
の
拡
大
は
既

存
の
道
の
駅
や
県
南
部
の

物
産
館
な
ど
と
の
連
携
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
鏡
野
米
」
と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し

て
い
く
提
案
は
、
夢
ア
グ

リ
鏡
野
、
夢
広
場
、
振
興

公
社
と
も
協
議
し
つ
つ
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
買
取
価
格
は
１
俵 

　
　
３
万
円
、
売
値
４
万

円
を
目
標
に
ネ
ッ
ト
販
売

も
視
野
に
入
れ
る
。
保
管

場
所
に
つ
い
て
は
４
千
俵

の
米
を
保
管
で
き
る
状
態

で
あ
り
な
が
ら
遊
休
状
態

に
あ
る
、
富
の
Ｊ
Ａ
所
有

の
低
温
倉
庫
を
買
取
る
か

借
り
上
げ
運
用
し
、
夢
ア

グ
リ
鏡
野
、
夢
広
場
、
振

興
公
社
と
協
議
し
つ
つ
、

少
量
の
良
質
な
米
か
ら
実

問問問問

証
実
験
を
始
め
、
さ
ら
に

総
務
省
の
「
地
域
活
性
化

起
業
人
制
度
」
を
活
用
し
、

新
た
な
人
材
と
知
見
を
確

保
す
る
こ
と
で
販
売
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
将
来
的

に
「
鏡
野
米
」
の
ブ
ラ
ン

ド
価
値
向
上
と
、
町
の
農

業
全
体
の
発
展
へ
と
つ
な

げ
る
。
そ
の
た
め
の
検
討

を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　
産
業
観
光
課
特
命
参
事

　
　
　
提
案
は
、
夢
ア
グ

リ
鏡
野
、
道
の
駅
、
夢
広

場
と
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
　
町
　
長

　
　
　
「
地
域
活
性
化
企

業
人
制
度
」
は
、
今
後
の

検
討
課
題
に
し
た
い
。

答答

答答答答

一括方式 竹下 桂輔［たけした けいすけ］ 議員

答弁答弁

「産業まつり」のみ予算化し、
他は予算化しない

鏡野５大イベントの開催について
今年度の予定は

質問質問

　
　
　
産
業
ま
つ
り
の
開

　
　
催
予
定
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
町
制
施
行
20
周
年

記
念
事
業
と
し
て
産
業
振

興
の
観
点
か
ら
開
催
を
す

る
。
　
　
　
納
涼
祭
の

　
　
開
催
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
こ
れ
か
ら
新
鏡
野

病
院
の
建
設
事
業
や
光
ケ

ー
ブ
ル
の
更
新
事
業
等
を

控
え
て
い
る
中
、
将
来
の

財
政
状
況
を
鑑
み
、
イ
ベ

ン
ト
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の

見
直
し
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
町
が
主
体
と
な

る
イ
ベ
ン
ト
は
予
算
計
上

を
行
わ
な
い
。

　
　
　
恩
原
高
原
氷
紋
ま

　
　
つ
り
の
開
催
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
納
涼
祭
と
同
じ
く
、

予
算
計
上
し
な
い
。

問問問問

　
　
　
奥
津
も
み
じ
祭
り

　
　
の
開
催
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

つ
い
て
は
予
算
化
し
な
い
。

開
催
の
可
否
は
実
行
委
員

会
の
自
主
的
な
運
営
へ
委

ね
る
。

　
　
　
富
ひ
ら
め
祭
り
の

　
　
開
催
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　

予
算
化
し
な
い
。

役
員
会
、
実
行
委
員
会
を

へ
て
開
催
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
。

　
　
　
鏡
野
観
光
局
と
の

　
　
連
携
は
ど
の
よ
う
に
。

　
　
町
　
長

　
　
　
令
和
７
年
７
月
に

は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
登
録
法
人
の
申

請
を
行
う
予
定
。
鏡
野
町

の
観
光
事
業
の
舵
取
り
役

と
位
置
づ
け
、
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
開
発
、
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
及
び
人
材

育
成
を
目
的
と
し
た
専
門

人
材
の
雇
用
に
対
す
る
人

件
費
の
負
担
、
観
光
事
業

へ
の
補
助
金
の
支
出
を
行

っ
て
い
る
。

答答答答問問答答

問問答答問問答答問問答答

一問一答方式 小椋 明美［おぐら あけみ］ 議員

香北の棚田



議
長
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

４
・
5
・
６
月
会
議

各
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

かがみの議会だより・第25号 12〇議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れは禁止されています。

答弁答弁

地域活性化企業人制度の導入を検討し、
認知度向上を図っていく

町の認知度向上及び情報発信の
新たな取り組みは

質問質問

　
　
　
岡
山
県
の
少
子
化

　
　
要
因
「
見
え
る
化
」

ツ
ー
ル
に
よ
る
と
、
結
婚

時
の
県
内
移
動
状
況
は
鏡

野
町
か
ら
津
山
市
、
真
庭

市
に
多
く
移
動
し
て
い
る
。

要
因
は
何
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
県
民
意
識
調
査
の

報
告
書
で
、
結
婚
時
の
住

居
地
選
択
で
は
、
通
勤
時

間
と
賃
貸
住
宅
の
選
び
や

す
さ
、
と
い
う
結
果
が
出

て
い
る
。
鏡
野
町
に
お
い

て
も
、
こ
う
い
っ
た
こ
と

で
、
津
山
、
真
庭
へ
の
転

居
が
多
い
と
い
う
認
識
。

　
　
　
岡
山
県
主
体
に
よ

　
　
る
当
圏
域
内
に
新
た

な
産
業
工
業
団
地
を
設
置

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、

要
望
書
を
提
出
し
た
そ
う

だ
が
、
進
捗
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
５
月
に
、
鏡
野
町

に
来
ら
れ
、
県
内
94
か
所

あ
る
公
営
の
工
業
団
地
の

近
隣
に
農
地
等
の
拡
大
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
場
所
を
２
、

30
か
所
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

予
定
地
を
絞
っ
て
い
き
た

い
と
聞
い
た
。
町
と
し
て

問問問問

も
、
津
山
流
通
セ
ン
タ
ー

を
候
補
に
入
れ
て
、
調
査

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
要
望
を
伝
え
た
。

　
　
　
こ
こ
数
年
、
保
育

　
　
園
の
待
機
児
童
問
題

が
発
生
し
て
い
る
。
待
機

児
童
解
消
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
保
育
士
が
少
な
い

と
い
う
の
が
現
状
。
特
に
、

ゼ
ロ
歳
児
、
１
歳
児
、
２

歳
児
が
待
機
児
童
と
な
っ

て
い
る
。
保
育
士
の
確
保

に
向
け
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
方
策
を
尽
く
し
て
い
る

が
、
結
果
が
出
て
い
な
い
。

今
後
も
よ
り
一
層
保
育
士

の
確
保
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
く
。

答答

問問答答

答答

一問一答方式 鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

答弁答弁

経済産業省の認可の結果を含め、
総合的に判断する

県の「断層型地震」の地域図に風力発電
建設予定地があるが、どう判断するか

質問質問

　
　
　
岡
山
県
が
被
害
想

　
　
定
を
抜
本
改
定
す
る

「
断
層
型
地
震
」
に
お
け

る
震
度
６
弱
以
上
の
地
域

図
に
建
設
予
定
地
が
含
ま

れ
る
が
、
町
と
し
て
は
、

風
力
発
電
所
建
設
に
対
し

て
、
ど
う
判
断
す
る
か
答

え
よ
。

　
　
町
　
長

　
　
　
風
力
発
電
施
設
の

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
事

業
者
は
、
発
電
用
風
力
設

備
に
関
す
る
技
術
基
準
に

従
っ
て
工
事
計
画
を
立
て

登
録
適
合
性
確
認
機
関
に

お
い
て
技
術
基
準
へ
の
適

合
性
が
確
認
さ
れ
る
こ
と

問問

に
な
る
。　
　
　

　

そ
の
過
程
に
お
い
て
、

耐
震
性
に
つ
い
て
も
確
認

さ
れ
た
後
、
経
済
産
業
省

が
、
耐
震
性
も
踏
ま
え
事

業
者
の
工
事
計
画
に
つ
い

て
認
可
を
行
う
。

 

そ
の
結
果
を
含
め
総
合

的
に
判
断
を
行
い
た
い
。「岡山県地域防災計画」から引用

答答

一問一答方式 花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員



各
委
員
長
あ
い
さ
つ

４
・
5
・
６
月
会
議

各
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

かがみの議会だより・第25号13 〇議員は選挙区内にある者に対して、病気見舞い金を出すことは禁止されています。

答弁答弁

今後地元に対して十分な説明をして
理解をしていただく

地域活動の取組、イベント（ひらめ祭り）
の行事について

質問質問

　
　
　
な
ぜ
令
和
７
年
度

　
　
に
な
っ
て
か
ら
各
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
を
中

止
に
し
た
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
７
年
度
か
ら
新
た

に
第
４
期
鏡
野
町
未
来
・

希
望
基
金
事
業
が
ス
タ
ー

ト
す
る
の
で
、
地
域
で
自

主
的
に
行
う
活
動
、
イ
ベ

ン
ト
等
は
、
未
来
・
希
望

基
金
等
を
活
用
し
て
実
施

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
未
来
・
希
望
基
金

　
　

事
業
に
つ
い
て
は
、

計
画
書
を
す
で
に
提
出
し

て
い
る
が
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
改
め
て
優
先
順
位

を
決
め
て
、
計
画
変
更
で

連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
ひ
ら
め
祭
り
を
含

　
　
め
５
大
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
、
鏡
野
町
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

て
い
る
と
思
う
が
開
催
し

な
い
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
観
光
の
一
環
だ
と

は
思
う
が
、
人
件
費
の
高

騰
等
で
実
施
し
て
い
く
に

は
財
政
的
な
余
裕
も
な
く

問問問問問問

町
と
し
て
は
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
一
昨
年
に

観
光
局
が
で
き
、
町
も
補

助
事
業
を
出
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
行
財
政

改
革
の
審
議
で
イ
ベ
ン
ト

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
。

　
　
　
事
前
に
説
明
を
す

　
　
べ
き
で
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
今
後
財
政
面
に
お

い
て
も
事
前
に
説
明
を
し

て
い
き
た
い
。

答答

問問答答

答答答答

一問一答方式  

答弁答弁

現在の大野小学校を一部改修、
増築で新校舎の建設は行わない

大野小学校と香々美小学校の統合の
今後の進め方について

質問質問

　
　
　
統
合
予
定
で
改
修

　
　
が
遅
れ
て
い
る
。
特

に
洋
式
ト
イ
レ
が
男
女
と

も
各
階
に
１
か
所
し
か
な

く
、
こ
ど
も
た
ち
の
訴
え

が
多
い
。
改
修
予
定
は
。  

 

　
　
教
育
長

　
　
　
児
童
、
職
員
用
ト

イ
レ
全
て
を
洋
式
便
器
化

し
、
床
も
乾
式
に
改
修
す

る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

と
し
て
各
階
に
多
目
的
ト

イ
レ
を
設
置
す
る
。

　
　
　
教
室
や
廊
下
の
照

　
　
度
が
不
足
し
て
い
な

い
か
。
視
力
が
全
国
平
均

よ
り
悪
く
な
っ
て
い
る
。

照
度
環
境
の
改
善
を
。

　
　
教
育
長

　
　
　
照
明
器
具
は
各
教

室
で
必
要
照
度
基
準
に
適

合
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
器
具
に
全

面
改
修
し
た
い
。

　
　
　
人
数
が
多
い
教
室

　
　
の
ロ
ッ
カ
ー
の
配
置
、

ク
ラ
ス
を
分
け
る
な
ど
配

慮
が
で
き
る
か
。

問問問問問問

　
　
教
育
長

　
　
　
ロ
ッ
カ
ー
に
つ
い

て
は
収
納
教
材
等
、
設
置

ス
ペ
ー
ス
も
検
討
し
改
修

し
て
い
き
た
い
。

 

な
お
、
１
学
級
の
設
置

基
準
以
下
の
人
数
の
ク
ラ

ス
を
２
つ
に
分
け
る
と
な

る
と
教
員
の
確
保
が
必
要
。

町
費
単
独
で
教
員
を
配
置

で
き
る
状
況
に
は
な
く
、

現
状
で
は
ク
ラ
ス
を
分
け

る
こ
と
は
困
難
。

　
　

 

保
護
者
・
教
職
員
・

　
　
町
民
・
こ
ど
も
の
意

見
を
聴
く
機
会
は
予
定
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
令
和
６
年
11
月
に

香
々
美
小
学
校
保
護
者
、

香
南
地
区
区
長
へ
説
明
会
、

令
和
７
年
１
月
に
大
野
小

学
校
教
職
員
か
ら
児
童
の

意
見
を
踏
ま
え
て
学
校
整

備
に
つ
い
て
要
望
を
聞
い

て
い
る
。
今
後
の
説
明
会

で
意
見
を
聴
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答答

問問答答 答答

答答

一問一答方式 藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

難波 達男［なんば たつお］ 議員



議
長
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

４
・
5
・
６
月
会
議

各
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

かがみの議会だより・第25号 14〇議員は選挙区内にある者に対して、お中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

答弁答弁

総合計画審議会からの答申を受け
判断する

気候危機対策を第３次総合計画に
盛り込むべきでは

質問質問

　
　
　
環
境
基
本
条
例
を

　
　
つ
く
り
、
気
候
危
機

へ
の
取
組
を
町
民
に
積
極

的
に
呼
び
か
け
る
べ
き
で
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　

条
例
の
制
定
は
、

町
民
や
事
業
者
に
責
務
を

負
わ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
、

公
平
性
、
合
理
性
な
ど
を

踏
ま
え
検
討
す
る
。

　
　
　
温
暖
化
防
止
な
ど

　
　
の
基
本
的
観
点
の
あ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
、

第
３
次
総
合
計
画
で
も
取

り
入
れ
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
17
の

目
標
を
全
部
対
象
に
し
、
第

３
次
計
画
に
も
組
み
込
む
。

　
　
　
温
暖
化
対
策
の
一

　
　
つ
と
し
て
、
学
校
な

ど
の
断
熱
化
が
必
要
だ
。

避
難
所
に
も
な
る
体
育
館

の
断
熱
化
を
計
画
的
に
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
教
育
長

　
　
　
町
内
の
小
中
学
校

で
は
平
成
28
年
ま
で
に
全

て
の
学
校
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
を
完
了
、
校
舎
並
び

に
体
育
館
の
断
熱
化
に
つ

い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

問問問問 問問

　
　
　
倉
敷
市
の
断
熱
ワ

　
　
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
電

気
代
が
20
％
削
減
で
き
て

お
り
効
果
が
あ
る
。
一
歩

で
も
二
歩
で
も
断
熱
化
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
教
育
長

　
　
　
学
校
施
設
は
公
共

施
設
整
備
の
優
先
順
位
の

最
上
位
に
し
実
現
で
き
る

よ
う
に
対
応
し
た
い
が
、

町
長
部

局
と
の

調
整
が

必
要
。

　
　
　
県
は
災
害
時
の
孤

　
　
立
集
落
発
生
の
可
能

性
調
査
を
行
い
、
鏡
野
町

は
13
の
集
落
が
可
能
性
が

あ
る
と
さ
れ
た
が
ど
こ
か
、

そ
の
対
策
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　

富
地
域
で
は
大
、

楠
兼
秀
、
富
仲
間
、
奥
津

地
域
で
は
養
野
、
羽
出
上
、

羽
出
西
谷
上
、
三
ツ
子
原
、

鏡
野
地
域
で
は
寺
和
田
、

百
谷
、
真
経
、
大
町
、
岩

屋
、
越
畑
。
今
年
度
、
自

主
防
災
組
織
や
自
治
会
を

対
象
と
し
た
防
災
研
修
会

を
計
画
し
て
い
る
。

答答答答 答答

問問問問 答答答答

一括方式 光吉 　準［みつよし ひとし］ 議員

答弁答弁

委託先の作州かがみの森林組合に
運営状況を聴取し町が判断した

今後の「原木なめこ」事業の方向性を
誰が判断し決めたのか

質問質問

　
　
　
原
木
な
め
こ
は
特

　
　
産
品
と
し
て
位
置
付

け
て
い
な
い
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
町
北
部
で
生
産
す

る
地
域
な
ら
で
は
の
特
産

品
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
先
、
ど
の
よ

　
　
う
な
事
業
内
容
に
な

る
の
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
昨
年
伏
せ
た
２
４

０
０
本
の
ホ
ダ
木
と
、
こ

れ
ま
で
伏
せ
て
い
る
ホ
ダ

木
で
４
〜
５
年
は
、
な
め

こ
の
収
穫
は
で
き
る
の
で
、

収
穫
及
び
販
売
に
つ
い
て

の
み
、
委
託
し
、
販
売
収

益
は
町
へ
。
冬
季
に
倒
壊

し
た
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
修
繕

も
保
険
対
応
で
目
処
が
立

て
ば
、
地
元
と
協
議
を
重

ね
、
生
産
率
の
向
上
、
販

売
経
路
の
促
進
、
支
援
は

役
場
が
行
い
特
産
品
と
し

て
継
続
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問問問問

　
　
　
シ
イ
タ
ケ
部
会
が

　
　
あ
る
よ
う
に
、
鏡
野

町
全
域
で
原
木
な
め
こ
に

取
り
組
み
、
部
会
を
作
る

こ
と
を
提
案
す
る
。
収
穫

量
が
少
い
な
り
に
、
原
木

な
め
こ
の
体
験
ツ
ア
ー
な

ど
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。
特
産
品
に
よ
る
町
の

魅
力
と
知
名
度
ア
ッ
プ
が

図
れ
る
の
で
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
原
木
な
め
こ
の
裾

野
を
広
げ
る
た
め
の
部
会

の
設
置
、
ま
た
、
体
験
型

で
の
な
め
こ
事
業
は
、
観

光
に
も
つ
な
が
り
鏡
野
町

に
注
目
し
て
も
ら
う
上
で

は
面
白
い
取
組
み
だ
と
思

う
。
今
後
は
、
関
係
各
所

と
調
整
し
現
実
的
な
も
の

か
を
検
討
し
た
い
。

答答

問問答答

答答

一問一答方式 片田 八重美［かたた やえみ］ 議員



各
委
員
長
あ
い
さ
つ

４
・
5
・
６
月
会
議

各
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

15 〇議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れは禁止されています。かがみの議会だより・第25号

答弁答弁

現在、鏡野町は、津山市内の支援センターに
相談に行ってもらっている

独身の方へ出会いや結婚を促す専門の
アドバイザーの設置が必要と考えるが取組は

質問質問

　
　
　
「
二
地
域
住
居
普

　
　
　
及
」
や
「
関
係
人

口
」
等
、
鏡
野
町
へ
移
住

を
促
す
制
度
、
人
（
ひ

と
）
を
増
や
す
施
策
と
方

針
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
専
門
知
識
を
有
し

た
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
設
置
、
お
試
し
住
宅
の

活
用
、
移
住
者
の
要
望
に

応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
型
体
験

ツ
ア
ー
等
を
実
施
し
て
い

る
。
他
に
、
鏡
野
町
空
き

家
情
報
登
録
制
度
の
運
営
、

定
住
促
進
空
き
家
改
修
事

業
補
助
金
、
空
き
家
片
付

け
推
進
事
業
補
助
金
を
実

施
し
て
い
る
。

　
　
　
移
住
者
や
鏡
野
町

　
　
へ
関
心
ご
と
の
相
談

先
と
し
て
最
初
に
訪
れ
る

機
関
先
は
「
カ
ガ
ミ
ノ
ミ

ラ
イ
」
で
あ
る
。
カ
ガ
ミ

ノ
ミ
ラ
イ
の
方
の
活
動
量

を
心
配
し
て
い
る
。
カ
ガ

ミ
ノ
ミ
ラ
イ
の
ス
タ
ッ
フ

数
と
相
談
件
数
等
の
バ
ラ

ン
ス
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

問問問問

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
稼
働
時
間
は
９
時

か
ら
18
時
ま
で
定
休
日
な

し
。
７
月
か
ら
１
名
新
規

配
属
と
な
り
、
３
名
で
窓

口
業
務
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
独
身
の
方
の
出
会

　
　
い
や
結
婚
を
促
す
専

門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設

置
体
制
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
取
組
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
現
在
、
鏡
野
町
で

は
設
置
は
し
て
い
な
い
。

鏡
野
町
は
、
津
山
の
ア
ル

ネ
に
設
置
し
て
あ
る
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

相
談
に
行
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。

答答

問問答答 答答

一問一答方式 牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

答弁答弁

真摯に受け止め
対応していきたい

職員の適正な配置や処遇を
改善するべきではないか

質問質問

　
　
　
現
業
職
の
職
務
内

　
　
容
を
明
確
に
す
る
べ

き
で
は
。　
　

　
　
総
務
課
長

　
　
　
規
定
は
あ
る
が
詳

細
に
は
作
成
し
て
い
な
い
。

　
　
　
総
務
省
が
定
め
て

　
　
い
る
内
容
で
は
現
業

職
は
技
術
者
、
監
督
者
及

び
行
政
事
務
を
担
当
す
る

者
以
外
の
者
と
規
定
し
て

い
る
が
、
鏡
野
町
で
職
務

範
囲
外
を
担
当
さ
せ
た
実

例
が
複
数
名
あ
る
と
私
は

聞
い
て
い
る
。
そ
の
認
識

は
あ
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
職
種
以
外
の
業
務

を
実
施
し
て
い
た
事
例
が

あ
り
、
そ
の
認
識
は
あ
る
。

　
　
　
明
確
化
す
る
必
要

　
　

性
は
あ
る
と
思
う
。

全
体
に
お
い
て
認
識
の
甘

さ
が
諸
々
の
問
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長

　
　
　
そ
の
と
お
り
だ
と

は
思
う
。
当
然
、
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
話
合
い
が
重

要
だ
と
い
う
ふ
う
に
は
思

問問問問問問

っ
て
い
る
。

　
　
　
双
方
い
ろ
い
ろ
言

　
　
い
分
は
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
の
鏡
野
町
行
政

の
活
性
化
を
す
る
に
当
た

っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、
法

令
や
そ
う
い
っ
た
部
分
の

認
識
を
再
度
し
っ
か
り
と

し
た
上
で
、
業
務
に
当
た

っ
て
ほ
し
い
。
今
後
も
研

修
を
し
っ
か
り
と
受
け
て
、

活
用
で
き
る
も
の
を
今
後

構
築
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

が
、
見
解
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
風
通
し
の
い
い
職 

場
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
い
い
職
場
づ

く
り
に
努
め
た
い
。

答答

問問答答

答答答答

一問一答方式 仲西 祐一［なかにし ゆういち］ 議員



着い
た
よ
ー

早い
な
ー

そ
こ
か
ら

美
し
い
ば
あ
ば

見
え
る
!!

は
て
…

美
し
い
…
と
は

ど
う
見
て
も

美
し
く

み
え
な
ーい

ナ
ン
ト
…

ば
あ
ば
早く
ー

　この度、鏡野町議会では、新規就農の皆様、就農予定の皆様と農業経営
や地域の課題、今後の展望などについて、意見交換会を開催いたします。
ぜひ、ご参加くださいますようご案内申し上げます。
■開催日時：令和７年８月19日㈫　午後６時30分～午後８時
■会　　場：鏡野町中央公民館　大集会室（鏡野町竹田660）
■対　　象：鏡野町内で新規に就農された方・就農予定の方
■申込方法：締切り　令和７年８月15日㈮
　　　　　　電話 0868-54-2926・メール gikai@town.kagamino.lg.jp
            　　申込フォーム（URLまたは二次元コードからアクセス）
　　　　　　https://www.town.kagamino.lg.jp/ques/questionnaire.php?openid=10

かがみの議会だより・第25号 16

委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

難
波
　
達
男

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

小
椋
　
明
美

　
　
　
　
　 

竹
下
　
桂
輔

　
　
　
　
　 

植
木
　
　
卓

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ25 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　憲法第94条の規定によって地方公共団体が法律の範囲内で、法律
に違反しない限りにおいて、当該地方公共団体の事務に関して定める
法規の一種である。この条例は、その自治体の住民に対して他の法令
と同じように権利を制限したり、義務を課したりするものであるから、
住民の代表者である議会の議決がなければ、これを制定したり改正、
廃止することができない。

議案の提案理由説明
主な内容と　　き

9月３日㈬ 10:00～
※その他の日程は未定のため、８月末以降にお問合せください。

本会議・常任委員会・全員協議会のYouTube配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【お問合せ先】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

編
集
後
記

　

こ
の
号
よ
り
、
新

た
な
メ
ン
バ
ー
で
の

出
発
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
、
各
議
員

の
一
般
質
問
の
ペ
ー

ジ
に
二
次
元
コ
ー
ド

を
付
け
て
い
ま
す
。 

ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読

み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
、

Y
o
u
T
u
b
e
で

動
画
が
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

皆
様
に
わ
か
り
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に

委
員
会
メ
ン
バ
ー
一

丸
と
な
り
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　

（
鈴
木  

大
介
）

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

新規就農者（予定者）との意見交換会のご案内新規就農者（予定者）との意見交換会のご案内

条例とは？

次回の発行は令和７年11月１日の予定です。

議
長
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

４
・
5
・
６
月
会
議

各
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

スマートフォン等で
二次元コードを読み
取ってください　⇨


